
（14:00 ～15:15）

池内さおりさん

テーマ別ワークショップ

メインシンポジウム

交流会

（12:00 ～）

（15:30 ～16:15）

主催 ：民青同盟東京都委員会 ＆ 都内各大学班

お問い合わせ ： 03-3370-0494 （事務局）　または　twitter@minsei_tokyo  

就活と進路 学費奨学金・ブラックバイト 子どもの貧困と無料塾

原発ゼロは可能か？安保法制と国民連合政府
―どうやって安保法制を廃止させるか

ゲスト：就職活動
を経験した先輩

ゲスト：若手弁護士
ゲスト：原発・温暖化問題
にとりくむインカレサークル

ゲスト：ブラックバイト・高学費問題
と闘う学生（予定）

ゲスト：貧困家庭支援をす
すめる元高校教員（予定） 

ＯＢ・ＯＧと
語り合う

「大学の学びをどう生かすか」インカレ

4.24 日

12:00 開始（11:30 開場） 

（立教大班、 首都大班、 一橋大班、 中大班、ＩＣＵ班、 東大班、 立正大班、 農大班、 早大班、 和光大班、
　東洋大班、 農工大班、 慶応大班、 学芸大班、 他明大 ・ 日大 ・法政大など学生有志）

（日本共産党衆議院議員・33歳）

（大学研究員・再生可能エネルギー・30 歳）

（弁護士・参院選予定候補・31歳）

佐川清隆さん

山添拓さん

　中央大学法学部卒。学生時代にロックバンドを結成し
てボーカルをつとめる傍ら、マルクス『資本論』を読むサー
クルや、「慰安婦」問題解決やアジアの平和のために民
青で活動してきた。2014 年の総選挙で新人中最年少で
衆議院議員に初当選。さっそく国会質問で政府に性的マ
イノリティーの人権保障をせまるなど、活躍中の先輩。

　自らの研究の傍らで、「原発に代わるエネルギーはある」「地球温暖化は止め
られる」といった講演会を年 100 回以上！ 科学が示す未来を伝えるためにがん
ばる理系の先輩です。

　東京大学法学部・早稲田大学ロースクール卒。2011 年
弁護士登録。福島の原発事故被害者訴訟、過労死事件な
ど、苦しんでいる人の味方。民青といっしょに街頭労働実
態調査にとりくみ、最近「ブラックな働き方をなくす４つ
の改革提言」を発表。この夏の参院選東京選挙区に日本
共産党から立候補予定。

小学校教員の方も登壇予定

私たち民青を紹介！
　全国の学園・地域・職場に「班」
をつくり、全国２万人の仲間が活
動している青年団体です。週に１
回の「班会」を基本に活動。一
人ひとりの興味・関心を出発点に、
社会問題から学生生活のことを学
んだり、被災地支援ボランティア
やフィールドワークにもとりくんで
います。1923年創立、アドバイザー
は日本共産党。参加費無料＠新宿農協会館８階会議室

上級生も歓迎！

会場へのアクセス
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高校生も
ＯＫ

保護者の方の了解が必要です。

主催：民青同盟都委員会＆私たちの環境サミット実行委員会

現地協力：原発事故の完全賠償をさせる会

主催：民青同盟都委員会＆私たちの環境サミット実行委員会

現地協力：原発事故の完全賠償をさせる会

参加者募集

写真：２０１５年の富岡駅付近の住宅。住民が避難
　　　しているため、津波被害も片づけられないままに。
写真：２０１５年の富岡駅付近の住宅。住民が避難
　　　しているため、津波被害も片づけられないままに。

● 参加費8,000円

● ４月３０日（土）7:30 代々木駅集合
　　／５月１日（日）１９時頃 都内解散

　　「最大最悪の公害」である福島原発事故は２０１６年３月
１１日で五年をむかえました。
　依然としてふるさとに帰れない避難者が１０万６千人余。将
来に希望をもてない苦悩をかかえ、精神的苦痛による「心の
病」が急増。原発関連死は２０００人を超え、「ふるさと喪失」
の被害はますます深刻化しています。
 　ところが安倍政権・東電は２０１５年６月に避難指示解除・
賠償打切りを決め、９月５日には楢葉町の全町避難を解除し
ました。
　その根底には「年間２０ﾐﾘｼｰﾍ ﾙ゙ﾄ以下の被ばくは健康リス
クがない」という被害者切捨てがあり、「世界一厳しい規制
基準」だから原発再稼働をおこなうという新たな「安全神話」
があります。
　今回のフィールドワークでは、被災地の視察とともに、避
難生活・福島第一原発収束作業の実態・復興のための努力
などを当事者に伺い、東京で学ぶ私たちに何ができるのかを
一緒に考えます。一度、福島へ足を運んでみませんか。

担当：平野 【メール】minseitokyo@yahoo.co.jp 【FAX】03-3370-8407
必要事項： ①学園名 ②学部・学年 ③名前 ④参加の動機

問い合せ
申し込み

4/30-５/１
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